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『西国立志編』3訳 稿に見られる翻訳過程

【要
旨
】

中
村
正
直
訳

『西
国
立
志
編
』
に
は
、
3
種
の
訳
稿
が
知
ら
れ
て

い
る
。
3
訳
稿
の
先
後
関
係
は
、
静
嘉
堂
文
庫
訳
稿
↓
大
久
保
文
庫

訳
稿
↓
狩
野
文
庫
訳
稿
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

一
.
『西
国
立
志
編
』
の
訳
稿

中
村
正
直
の

『西
国
立
志
編
』
は
、
明
治
期
を
代
表
す
る
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
で
あ
り
翻
訳
で
あ
る
。
そ
の
訳
稿
が
現
存
し
て
い
る
点
で
も

興
味
深

い
。
荻
原
隆

『中
村
敬
宇
研
究
-
明
治
啓
蒙
思
想
と
理
想
主

義
1
』

(早
稲
田
大
学
出
版
部
、
1
9
9
0
)
に
よ
る
と
、
訳
稿

の

所
在

は
次

の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

『西
国
立
志
編

(自
助
論
)
』

一
三
編

一
一
冊

(明
治
三
-
四
年
、

同

人

社

)

原
著

Qっ
p
ヨ
¢
巴

ω
巨

す
ρ
い
Φ
馨

甘
」

○。
$

〔
『西
国
立
志
編
』

の
訳
稿
の
所
在
に

つ
い
て
は
以
下

の
と
お

り
。

『西
国
立
志
編
』
第

一
次
訳
稿

一
一
冊

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵

『西
国
立
志
編
』
第
二
次
訳
稿
四
冊

東
北
大
学
図
書
館
狩
野

亨
吉
文
庫
所
蔵

『西
国
立
志
編
』
訳
稿

一
冊

立
教
大
学
図
書
館
新
座
保
存
書

庫
大
久
保
利
謙
文
庫
所
蔵
〕
(U
・ミ
ω
)

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
訳
稿
は
、
第

一
編
か
ら
第
十
三
編

(全
十

一
冊
)

ま
で
そ
ろ

っ
た
完
全
訳
稿
で
あ
り
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
所
蔵
訳
稿

は
、
第
四
編
ま
で
四
冊
の
訳
稿
、
立
教
大
学
大
久
保
文
庫
所
蔵
本
は
、

第

一
編

一
冊
の
み
の
訳
稿
で
あ
る
。
静
嘉
堂
文
庫
訳
稿
と
大
久
保
文
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庫
訳
稿
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
利
謙

(1
9
6
6
)
に
概
要
の
説
明

が
あ
り
、
狩
野
文
庫
訳
稿
に
つ
い
て
は
、
阿
野
文
朗

(1
9
9
5
)

に
そ

の
概
要
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
3
種

の
訳
稿
以

外
に
、松

村
謙
三
旧
所
蔵
本

が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
松
村
謙
三
旧
所
蔵
本
に

つ
い
て
、
疑
問
点
を
整
理
し
た
後
に
、
各
訳
稿

の
順
番
と
具
体
的
内

容
に

つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
刊
本
に
つ
い
て
は
次
の
も

の
が
明
治
初
期
に
刊
行
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

・
静
岡
版

見
返
し
に

「
明
治
庚
午
初
冬
新
刻
」
と
あ
る
版

(13

編
11
冊
)

・
同
人
社
蔵
版

見
返
し
に

「
明
治
四
年
辛
未
七
月
新
刻
」
奥
付

「同
人
社
蔵
版
」
と
あ
る
版

(13
編
11
冊
)

・
六
書
房
蔵
版

奥
付

「六
書
房
蔵
版
」
と
あ
る
版

(13
編
8
冊
)

二

.

『西
国
立
志
編
』
訳
稿
に
お
け
る

松
村
謙
三
旧
所
蔵
本
の
位
置

現
在
所
在
が
明
ら
か
な
3
訳
稿

の
他
に
、
平
川
祐
弘

(2
0
0
6
)

に
よ
る
と
、
衆
議
院
議
員
松
村
謙
三
が
所
持
し
て
い
た
訳
稿
が
あ

っ

た
よ
う
で
あ
る
。
平
川

(2
0
0
6
)
で
は

『時
事
新
報
』
(1
9

5
4
年
5
月
2
日
)
の
記
事
を
引
用
し
、
松
村
が
神
田
で
買
い
求
め

た
訳
稿
が
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
松
村
が
最
初
に
訳
稿
に

つ
い
て
記
し
た
の
は
、
大
正
十

一
年
の
次
の
文
章
か
と
思
わ
れ
る
。

中
村
敬
宇
先
生
は
、
明
治
期
の
大
儒
で
あ
る
。
漢
學
の
深
き
素

養
の
あ
る
う
え
に
英
學
の
達
者
な
而
か
も
人
格
玲
灌
玉
の
如
き

ム
マ
マ
　

學
者
で
あ
る
。
其
課
著

「自

由

の
理
」
は

「
ス
チ
ユ
ア
ー
ト
、

ミ
ル
」
の

「オ
ン
、
リ
バ
ー
テ
ー
」
を
初
め
て
我
國
に
紹
介
せ

る
も
の
で
實
に
我
國
に
自
由
民
権
の
思
想
を
植
え
た
権
輿
で
あ

つ
た
。
又

「
ス
マ
イ
ル
」
の
名
著
を
繹
せ
る
西
國
立
志
篇
及
品

行
論
は
實
に
明
治
年
代
を
通
じ
て
最
も
偉
大
な
る
感
化
を
世
に

與

へ
た
る
記
念
す
可
き
大
著
た
る
は
誰
も
知

る
所
で
あ
る
。

(中
略
)
今
敬
宇
先
生
の
此
の
三
名
著

の
原
稿
、
先
生
が
苦
心

推
敲
の
跡
歴
々
た
る
先
生
手
筆
の
原
稿
が
殆
ど
全
部
定
本
で
偶

然
余
の
手

に
入
り
た
る
、
何
た
る
奇
縁
で
あ
ら
う
。
(
『「福
光

青
年
会
報
第
十
二
号
』
大
正
十

一
年

一
月
三
日
。
引
用
は
松
村

謙
三

(1
9
7
7
)
「敬
宇
先
生
の
遺
稿
」
U
謹

に
よ
る
)

こ
の
文
章
に
よ
れ
ば
、
大
正
十

一
年
の
時
点

で
、
『西
国
立
志
編
』

『自
由
之
理
』

『西
洋
品
行
論
』
の
原
稿

「殆
ど
全
部
」
を
持

っ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
後
に
そ
の
原
稿
は
、
当
時
の
民
政
党
総
裁
、

町
田
忠
治
に
貸
し
出
し
た
の
ち
、
町
田
が
松
村
の
衆
議
院
選
挙
の
資

金
捻
出
に
際
し
て
、
博
文
館
の
大
橋
新
太
郎

に
売
り
、
そ
の
後
そ
の

原
稿
が
ど
う
な

っ
た
か
は
、
松
村
謙
三
に
も
分
か
ら
な

い
と
あ
る
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『西国立志編』3訳 稿に見 られる翻訳過程

(松
村
謙
三

(1
9
5
4
)
)。
大
橋
新
太
郎
の
大
橋
図
書
館
の
蔵
書

を
引
き
継

い
だ
、
芝
増
上
寺
の
三
康
文
化
研
究
所
附
属
三
康
図
書
館

に
は
、
現
在
所
蔵
さ
れ
て
い
な

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

所
在

は
不
明
で
あ
る
。

訳
稿
3
種
を
比
較
す
る
前
に
、
こ
の
松
村
謙
三
旧
蔵
の
訳
稿
の
位

置
づ

け
に
つ
い
て
、
分
か
る
限
り
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
そ
の

手
が
か
り
は
、
松
村
謙
三
が
書
き
残
し
た
記
述
に
あ
る
。

立
志
篇
原
稿

の
第

一
頁
の
欄
外
に
原
語
で
ネ
グ
レ
ゼ
ン
ス

イ

ズ

グ
レ
ト

エ
ネ
メ
ー

「怠
慢
は
大
敵
で
あ
る
」
と
落
書
し

て
あ
る
。
(中
略
)
几
帳
面
な
先
生
は
必
ず
欄
外
に
執
筆

の
日

附
を
記
し
て
置
か
る

・
、
そ
し
て
非
常
に
苦
心
せ
ら
れ
た
も
の

で
、
中
に
は
完
膚
な
き
迄
に
直
し
た
上
に
書
き
直
し

一
日
漸
く

数
行
し
か
進
ま
ぬ
日
も
あ
り
、
又
よ
く
進
行
し
た
日
も

一
頁
を

超
ゆ
る
事
が
稀
で
あ
る
。
然
し
決
し
て
藪
日
も
放
郷
し
て
あ
る

事
は
少
な
く
嚴
重
に
毎
日
毎
日
逞
く
而
か
も
堅
實
に
行
程
を
進

め
て
居
ら
る
・
。
而
か
も
執
筆
は
大
抵
早
朝
に
て
爲
さ
れ
た
る

如
く
、
中
に
は
午
前
二
時
と
書
き
記
し
て
あ
る
所
も
あ
る
。

原
稿
紙
は
多
く
二
十
字
詰
十
行
の
赤
色
罫
紙
に
極
め
て
眞
面

目
に
書
き
下
し
て
あ
る
。
西
國
立
志
篇
及
自
由
の
理
の
原
稿
は

先
生
が
未
だ
敬
太
郎
と
稻
し
敬
齋
と
號
し
て
居
ら
る

・
時
代
で

原
稿
の
折
目
に
敬
齋
紗
本
と
記
し
て
あ
る
。

こ
の
記
述
か
ら
は
、
訳
稿
の
体
裁
と
し
て
、

①

原
稿
第

一
頁

の
欄
外

に

「乞
①
oq
壽
Φ
p
8

δ

ひq
冨
曽

①
口
Φ日
《
」

と
記
し
て
あ
る

②
原
稿
欄
外
に
日
付
が
記
し
て
あ
る

(
日
付
に
は

「午
前
二
時
」

と
あ
る
箇
所
が
あ
る
)

③
原
稿
用
紙
は

「
二
十
字
詰
十
行
の
赤
色
罫
紙
」
で
あ
り
、
折
り

目
部
分
に

「敬
齋
紗
本
」
と
あ
る

と
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
別
の
箇
所
に
は
、

『立
志
編
』

『自
由
之
理
』

『品
行
論
』
を
通
し
て
の
特
徴

か
、
あ
る
い
は
そ
の
中

の
1
本
の
特
徴
か

「此
の
遺
稿
」
の
指
す
も

の
が
特
定
で
き
な

い
が
、

次
の
よ
う
な
指
摘
も
あ
る
。

此
の
遺
稿
を
見
て
特
に
感
ず
る
は
其
當
時
適
切
な
る
課
字
に

乏
し
か
つ
た
事
で
あ
る
。
夫
が
爲
め
先
生
が
苦
心
せ
ら
れ
た
事

は
非
常
の
も

の
で
適
課
が
な
く
て
数
回
に
亙
つ
て
朱
筆
を
加

へ

ら
れ
た
推
敲

の
跡
が
歴

々
と
し
て
到
る
所
に
見
ゆ
る
。
例

へ
ば

マ
ガ
ヂ
ン

(雑
誌
)
と
云
ふ
字
を
課
す
る
に
當
時
猶
適
當
な
る

　

　

文
字
が
な
く

て
結
局
雑
報
と
記
せ
る
が
如
き
、
或
は
英
國

の

パ
ー
リ
ヤ
メ
ン
ト

(議
院
)
も
定
繹
を
得
る
能
は
ず
し
て
之
を

　

　

む

百
姓
院
と
繹
し
更
に
之
を
朱

で
消
し

て
幾
度
か
改
書
し
て
、
而

パ
　
リ
ヤ
メ
ン
ト

か
も
會
心

の
字
を
得
難
く
最
後
に
原
語

の
登
音
通
り
巴
力
門
と

記
し
其
下
に

(公
衆
の
集
會
す
る
所

)
と
せ
る
が
如
き
、
(下

略
)

こ
れ
か
ら
分
か
る
訳
稿

の
体
裁
は
、
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④
推
敲

の
跡
が
歴
然
と
し
て
い
る

⑤
推
敲
で
は
朱
筆
が
使
わ
れ
て
い
る

⑥
日
曽
ひq
gN
5
を

「雑
報
」
と
訳
し
て
い
る

⑦
窓

註
p日
Φ耳
を
最
初
は

「百
姓
院
」
と
訳
し
、
朱
で
消
し
て
、

パ
　
リ
ヤ
メ
ン
ト

い
く

つ
か
別
の
訳
を
試
み
た
後
、
「
巴
力
門

訟
諌
紛
薩
」
と
訳
し

て

い
る

多
く
の
推
敲
部
分
が
見
ら
れ

(④
)、
そ
の
推
敲
は
朱
筆
に
よ

っ
て

行
わ
れ

て
い
る

(⑤
)
こ
と
に
な
る
。
「朱
筆
」
は
、
第
1
～
3
訳

稿
に
お

い
て
も
、
点

(読
点

・
句
点
の
両
用
)
や
傍
丸
印
な
ど
で
使

わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
ま
さ
に

「朱
」
で
推
敲
が
成
さ
れ
た
の
だ

と
す
る
と
、
現
存
の
3
訳
稿
は
い
ず
れ
も

「黒
墨
」
で
削
除

・
訂
正

が
行
わ

れ
て
い
る
か
ら
、
3
訳
稿
以
外
の
原
稿
が
あ

っ
た
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
②
日
付
の
問
題
が
あ
る
。
常
識
的
に
考
え
て
、
日
付

は
最
初

の
訳
稿
に
お

い
て
附
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
日
付

が

「敷
行
し
か
進
ま
ぬ
日
」
が
あ

っ
た
と
あ
る
か
ら
、
毎
回
の
原
稿

執
筆
段
階
に
お

い
て
書
き
添
え
ら
れ
た
と
す
る
の
が
自
然
で
あ
り
、

二
回
目
以
降
の
推
敲
過
程
で
附
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
に
く

い
。
た

だ
し
、
時
間
に

「午
前
二
時
」
と
あ
る
の
が
正
確
だ
と
す
れ
ば
、
静

嘉
堂
文
庫
に
は
そ
れ
に
正
し
く
相
当
す
る
記
述
が
な

い

(「夜
二
時
」

「朝
四
時
」
等
の
記
述
は
見
ら
れ
る
)。
し
た
が
っ
て
、
二
つ
の
場
合

が
考
え
ら
れ
る
。

A

「朱
筆
」
「午
前
二
時
」
と
あ
る
の
が
正
確
で
あ

っ
た
と
す
れ

ば
、
別
の
原
稿
が
存
在
し
た
。

B

「朱
筆
」
「午
前

二
時
」
と
あ
る
の
が
記
憶
違
い
等
で
あ

っ
た

と
す
れ
ば
、
松
村
旧
蔵
訳
稿
は
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
本
で
あ

る
。

な
お
、
松
村

の
文
章
は
最
後
に
こ
う
あ
る
。

此
の
先
生

の
遺
稿
は
先
生
の
遺
族

の
手
よ
り
文
學
博
士
狩

ム
マ
マ
　

野

享

吉
先
生
の
手
に
入
り
珍
襲
せ
ら
れ
た
が
更
に
韓

々
し
て

偶
然
余

の
手
に
蹄
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
手
元
の
訳
稿
が
、
狩
野
亨
吉
旧
蔵
本
と
い
う
認
識
が
あ

っ

た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
あ
た
り
の
事
情
は
、
別
の
文
章
で
も
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

『時
事
新
報
』
昭
和
二
九
年
五
月

二
日
付
け
の
随
想

「惜

し
き
文
化
財
…
中
村
敬
宇
先
生
遺
稿

の
こ
と
…
」
に
は
、
次
の
よ
う

に
あ
る
。大

分
前

の
話
に
な
る
が
、
僕
が
代
議

士
に
出
て
か
ら
五
、
六

ム
マ
マ
　

年

の
頃
で
あ
る
。
狩
野

享

吉
と

い
う

文
学
博
士
が
あ

っ
た
。

相
当
な
蔵
書
家

で
、
世
界
中
の
珍
本
を
集
め
た
人
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
こ
の
狩
野
博
士
が
何
か
他
人
の
保
証
に
立
つ
て
蔵
書
を

全
部
売
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
ハ
メ
に
な

っ
た
。

僕
は
こ
の
蔵
書

の
売
り
た
て
を
見
に
行

つ
た
。
そ
の
中
に
埃

ま
み
れ
で
荒
縄
で
縛

つ
た
紙
く
ず
が
あ
る
。
よ
く
見
る
と
原
稿

の
束
で
、
敬
宇
中
村
先
生

の
書

い
た
も

の
で
あ
る
。

東
北
大
学
狩
野
文
庫
に
は
、
不
完
全
な
が
ら
3
本
の
訳
稿
が
あ
る
。
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『西国立志編』3訳 稿に見られる翻訳過程

そ
の
こ
と
と
松
村
の
記
述
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、
3
本
が

一
緒
に
移

動

(
整
理
、
売
却
)
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
狩
野
文
庫
所

蔵
本

の
可
能
性
を
残
し
て
い
る
。
大
久
保

(1
9
6
6
)
に
は
、
静

嘉
堂
文
庫
訳
稿
が

「大
正
十
三
年
九
月
、
「敬
宇
日
乗
」
と
と
も
に

ム
マ
マ
　

狩
野

享

吉
氏
か
ら
の
購
入
で
あ
る
」
と
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
松

村
の
記
述

(大
正
十

一
年
以
前
に
購
入
し
、
昭
和
三
年
の
選
挙
に
先

立

っ
て
大
橋
新
太
郎
に
売

っ
た
)
と
は
異
な
る
。

松
村
謙
三
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
回
想
に
不
統

一
が
見
ら
れ
る

(大
橋
新
太
郎
に
売
却
し
た
時
の
金
額
な
ど
)
の
で
、
更
な
る
考
察

が
必
要
で
あ
る
が
、
日
付
が
附
さ
れ
て
い
た
記
述
が
重
要
で
あ
り
、

現
時
点
で
は
静
嘉
堂
文
庫
本
の
可
能
性
が
最
も
高

い
と
思
わ
れ
る
。

三
.
各
訳
稿
の
体
裁
上
の
概
要

静
嘉
堂
文
庫
、
東
北
大
学
狩
野
文
庫
、
立
教
大
学
大
久
保
文
庫

の

3
訳
稿
の
訳
稿
体
裁
の
概
要
を
述
べ
る
。
ま
ず
共
通
す
る
点
を
挙
げ

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
同

一
の
原
稿
用
紙
。
楮
紙

・
薄

い
ベ
ー
ジ

ュ
色
で
、
楮
紙
よ
り

も
濃

い
赤

(代
潴
色
)
で
四
周
単
辺
、
内
側
に
二
〇
字

×

一
〇

行
の
マ
ス
目
、
毎
半
葉

一
八

・
○
×

=
二
・
六
㎝
。
版
心
部
分

下
部
に

「敬
齊
紗
本
」
と
あ
る
。

・
墨
書
、
細
筆
。
筆
跡
は
、
頻
出
す
る

「自
」
の
第

一
画
が
長
く

な
る
特
徴
が
各
訳
稿
に
見
ら
れ
る
な
ど
、

一
見
し
て
同
筆
か
と

も
思
わ
れ
る
が
、
「己
」

の
字
の
終
画
が
静
嘉
堂
文
庫
と
狩
野

文
庫
で
は

「
已
、
巳
」
に
、
大
久
保
文
庫
で
は

「已
」
に
近
く
、

コ
ト
の
合
字

「
コ
」
の
縦
横
比
が
、
静
嘉
堂
文
庫

・
大
久
保
文

庫
に
比
し
て
、
狩
野
文
庫
訳
稿

の

一
部
に
横
長
の
字
が
あ
る
な

ど
、
別
筆

(
一
部
別
筆
)
の
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
中
村
正
直

の
日
記

『敬
宇
日
乗
』
と
比
較
し
て
も
字
体
は
似
通

っ
て
い
る
。

・
漢
字
カ
タ
カ
ナ
交
じ
り
文
。

次
に
、
各
訳
稿

の
特
徴
を
挙
げ
て
お
く
。

①

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
訳
稿

・
13
編
11
冊
は
、
後

の
刊
本
と
同
じ
形
式

(
二

二
二
編
と
六

・
七
編

は
各

一
冊
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
)

で
あ
る
が
、
表
紙
が
静

嘉
堂
の
も

の
で
あ
り

(黄
色
表
紙
に
透

明
な
植
物
文
様
が
あ
り
、

「静
嘉
堂
」
の
三
字
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て

い
る
)
、
静
嘉
堂
で
改
装

し
て
表
紙
を
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
元
原
稿
の
段
階
で
、
完
本
と

同
じ
よ
う
な
何
ら
か
の
ま
と
ま
り
が
あ

っ
た
か
は
不
明
。
(な
お
、

松
村

(1
9
5
4
)
で
は
、
訳
稿
を
製
本
し
た
と
し
て
い
る
)

・
第

一
編

の
最
初
の
半
丁
が
他
の
用
紙
の
色
と
比
べ
て
や
や
黒
ず
ん

で
い
る
。
ま
た
、
第

コ
ニ
編
の
最
後
の
半
丁
も
、
他
の
丁
の
色
と

比
べ
て
や
や
黒
い
。
こ
れ
は
、
装
丁
さ
れ
る
以
前
に
、
一
定
期
間
、

一
番
上
の
用
紙
と
最
後
の
用
紙
が
よ
り
多
く
外
気
に
さ
ら
さ
れ
た
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結
果
と
推
定
さ
れ
、
訳
稿
全
体
が
ま
と
め
て
保
存
さ
れ
て
い
た
た

め
か
と
思
わ
れ
る

(こ
れ
が
、
松
村
謙
三

(1
9
5
4
)
「荒
縄

で
く
く

っ
た
」
原
稿

の
跡
な
の
か
は
不
明
)。

・
天
地
及
び
背
の
部
分
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
上
欄

の
文
字
上
部
が
欠

け

て
い
る
場
合
が
見
ら
れ
る
の
で
、
製
本
に
あ
た

っ
て
数
ミ
リ
程

度
裁
断
さ
れ
た
と
み
と
め
ら
れ
る
。

②
東
北
大
学
図
書
館
狩
野
亨
吉
文
庫
所
蔵
訳
稿

・
表
紙
に
当
た
る
紙
に
、
「
二
稿
」
と
あ
る
。

・
4
編
4
冊

第
二
編
は
、
二
六
ま
で
丁
数
が
書
か
れ
た
後
、
二

六
丁

の
裏
を
切
り
取
り
、
再
び
丁
数

一
か
ら
始
ま
り
二
八
で
終

わ
る
丁
数
の
付
け
方
で
あ
る
。
二
冊
目

(第
二
編
)
の
最
後
に

「
五
十
八
枚
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
丁
数
は
合

っ
て
い
る
。
切

り
替

わ
り
の
部
分
に
お
け
る
話
題
は
、
刊
本
で
は

「
十
二

維

廉

・
李
井

二
織
機
機

」
(
ウ

ィ
ル
レ

ム

・
リ
ー

芝
自
p
B

い
Φ
Φ)
の
部
分

で
あ
る
。
刊
本
で

一
丁
と
二
行
に
過
ぎ
な
い
こ

の
節
は
、
狩
野
文
庫
本
で
は
四
丁
半
あ
る
。
静
嘉
堂
文
庫
か
ら

増
補
し
た
が
、
刊
本
に
際
し
て
第
二
編
全
体
を
大
幅
に
削
除
し

た
可
能
性
が
あ
る
が
、
今
後

の
調
査
と
し
た
い
。

③
立
教
大
学
図
書
館
新
座
保
存
書
庫

大
久
保
利
謙
文
庫
所
蔵

・
天
地

の
部
分
に
虫
食

い
が
多
く
、
薄
い
和
紙
で
裏
打
ち
が
し
て

あ

る
。

・
九
丁
ま
で
は
丁
数
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

が
書
か
れ
て
い
な
い
。

各
訳
稿
の
丁
数

(本
文
の
み
)
を
、

せ
て
示
す
と
表
1
の
よ
う
に
な
る
。

表1各 訳 稿 本 文 の丁 数

薄 く網 を懸 けた部分 は、一冊 に装丁 されている編 。

参考 と して同人社刊本 の丁数 を記 した。

以
降
は
最
後
ま
で
丁
数

刊
本

(同
人
社
蔵
版
)
を
あ
わ

表1
静嘉 堂文庫(
20字 ×10行)

狩野文庫(
20字 ×10行)

立教大学本(
20字 ×10行)

同人社蔵版(
24字 ×12行)

編数 丁数

1 36 46 46 32

2 _:1漁 饗 54 驚:葦:認1

3
即劇i

麟1漁 20 ,.,鑛1.1灘1

4 25 31 22

5 36 32

6
'町 博

蝋 ・獣;・:饗㌫ 欝 繍∴鍵
7 ,、融 ♂幽 七ゆi,: i繊;

4

8 34 32

9 31 29

10 25 24

11 47 45

12 27 24

13 40 35

計 366 151 46 344
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『西国立志編』3訳 稿に見 られる翻訳過程

四

、

各
訳
稿
の
成
立
順
序

こ
れ
ま
で
、
荻
原

(1
9
9
0
)
に
し
た
が

っ
て
、
静
嘉
堂
文
庫

・

東
北
大
学
狩
野
文
庫

・
立
教
大
学
大
久
保
文
庫
の
順
で
記
述
し
て
き

た
が
、

こ
れ
は
訳
稿
の
成
立
順
で
は
な
い
。
狩
野
文
庫

の
訳
稿
表
紙

に

「
二
稿
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
荻
原
の
訳
稿
の
挙
げ
か
た
も
そ
れ

に
倣

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
荻
原
も
訳
稿
の
成
立
順
に
つ
い
て

は
何
も
述
べ
て
い
な

い
。
も

っ
と
も
、
静
嘉
堂
文
庫
訳
稿
が
初
稿
で

あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
で
あ
ろ
う
。

三
訳
稿
を
並
べ
て
み
れ
ば

一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
翻
訳
の
順
序
は

静

嘉
堂
文
庫
圏

↓

立
教
大
学
大
久
保
文
庫
因

↓

東

北
大
学
狩
野
文
庫
囲

で
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
ま
ず
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。

『西

国
立
志
編
』
本
文
冒
頭

の
丁
を
み
る
と
、
そ
の
点
が
す
ぐ
に

わ
か
る
。
た
し
か
に
題
名

(首
題
)
は
、

圃

「自
助
廣
説
」

圏

「自
助
廣
説
」

因

「自
助
廣
説
」
の
「廣
説
」
を
白
墨

(胡
粉
?
)
で
消
し
「論
」

《参

考
》
同
人
社
刊
本

「
斯
適
爾
斯
自
助
論

一
名
西
國
立
志

編
」

と
な

っ
て
い
て
、
静
↓
狩
↓
大

(以
下
、
各
訳
稿
を
略
称
で
も
記
す
)

の
順

の
よ
う

で

あ

る

が

、

続

い

て

ミ

ル
と

デ

イ
ズ

レ

ー

リ

の
言

葉

を

訳

し

た

部

分

は

、

次

の
よ
う

に

な

っ
て

い

る
。

因 囲 圃

「幣
醇

(㊧
傍
線

一
重
)
ノ
詩

二
日
ク
」

「嚇
齢

(㊧
傍
線

一
重
)
日
ク
」

「購
爵

(㊧
傍
線

一
重
)
ノ
詩

二
日
ク
」
の

を
胡
粉
で
削
除

フ

詩
二
L

《参
考
》
同
人
社
刊
本

日
ク
」

つ
ま
り
、

と
訳
し
て
、
大

久
保
文
庫
で
静
嘉
堂
文
庫
を
浄
書
し
た
後

「
ノ
詩

二
」
を
削
除
し
、

そ
れ
を
浄
書
し
た
の
が
狩
野
文
庫
と
い
う
過
程
が
見
て
取
れ
る
。

一
方
、
大
久
保
文
庫
で

「自
助
論
」
と
し
た
の
な
ら
、
な
ぜ
狩
野

文
庫
で
は
ま
た

「自
助
廣
説
」
と
な

っ
た

の
か
は
説
明
で
き
な
い
。

狩
野
文
庫
訳
稿
第
3
冊

(第
三
編
)
冒
頭

は

「自
助
廣
説
巻
之
三
」

の

「廣
説
」
を
墨
で
消
し
て

「論
」
と
し
て

い
る
。
巻

一
、
二
、
四

は

「廣
説
」
の
ま
ま
で
あ
る
。
各
巻
に
付
け
ら
れ
て
い
る
表
紙
で
は
、

巻
之

一
が

「自
助
廣
説
」
と
あ
る
以
外
は
、
巻
之
二
、
三
、
四
は

「自

助
論
」
と
な

っ
て
い
る
。
巻
之
四
は
正
直
自
筆
の
筆
跡
と
思
わ
れ
る

の
で

(二
、
三
は
判
断

で
き
な

い
)
狩
野
文
庫
段
階
に
お
い
て
も
、

よ
り
よ
い
題
名
を
模
索
し
て
揺
れ
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。
最
終
的

に
は

「
西
国
立
志
編

原
名
自
助
論
」
(外
題
、
見
返
題
、
扉
題
)、

「
斯
適
爾
斯
自
助
論

一
名
西
國
立
志
編
」

(首
題
)
と
な
る
わ
け
な

の
で
、
刊
本
ま
で
い
ろ
い
ろ
と
題
名
を
工
夫

し
て
い
た
こ
と
が
、
揺
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れ
と
な

っ
て
表
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ

こ
で
次
に
、
静
↓
大
↓
狩

(↓
刊
本
)
の
順
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す

る
こ
と
と
併
せ
て
、
各
訳
稿
本
文
を
見
て
み
よ
う
。

四
、
二

冒
頭
部
の
比
較

ま
ず
、
各
訳
稿
冒
頭

の
題
名
を
比
較
す
る

(以
下
訳
稿

は
圃

↓
因

↓
囲

↓
圃

の
順
で
示
す
)。
な
お
、
口
は

一
字
空
き
、
〈

〉

は
小
書
き
の
送
り
仮
名

(本
文
の
小
書
き
は
右
寄
せ
)、
【

】
は
2
行

割
り
注
、
/
は
改
行
を
示
す
。
/
下
の
文
章
は
、
金
子
に
よ
る
注
。
行

の
左

ル
ビ
な
ど
左
に
書
か
れ
た
も

の
は
、
右
に

「㊧
」
と
し
て
記
す
。

邦
國
及
〈
ヒ
〉
/
㊧
呂
ぎ
づ
巴
/
㊧
一巳
巨
含
皿
の

翻
一
□
第

一
編
ロ

ー
1
!

-
1

人

民

ノ

自

助

〈
ク

〉

自

助

〈
ク

>

L
十

ー
砂
丁

ル

コ

ヲ
論

ズ

【人
民
ヲ
ソ
/
ウ
タ

イ
ニ
カ
ラ
ゲ
テ

】

/

「
」
十

ー
瞭
T
」

の
訂

正

箇

所

「
自

」

に

は

ル
ビ

「
ミ
」

が

あ

る

ビ

ク

因

口
第

一
編
口
邦
國
及

ル
「
ヲ
論
ス
/

人
民
ノ
自
助

囲

口
第

一
編
口
邦
國
及
ビ
人
民
ノ
巨
助
ク
ル
「
ヲ
論
ズ
/

圃

口
第

一
編
口
邦
國
及
ビ
人
民
ノ
ぼ
・フ
助
ク
ル
「
ヲ
論
ズ
.
/

静
嘉
堂
文
庫
の
修
正
さ
れ
た
も

の
は

「邦
國
及
ビ
人
民
ノ
ミ
自
助
ク

ル
コ

ヲ
論
ズ
」
と
な
り
、
大
久
保
文
庫
以
下
が
そ
れ
を
踏
襲
す
る
。

た
だ

し
、
圃

・
因

で
は

「
及
ビ
」
(翻

は

「
ヒ
」)
と

「ビ
」
が
小

書
き

さ
れ
て
い
る
が
、
囲

・
[圃

で
は
本
文
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る

か

ら

、

こ

こ

で
も

静

↓

大

↓

狩

↓

刊

本

の
順

と

い
う

考

え

が
支

持

さ

れ

る
。

次

に
、

ミ

ル

の
言

葉

を

訳

し

て

い
る
箇

所

を

比
較

す

る

(φ

は
挿

入

箇

所

、

■

は

不

明

箇

所

)
。

原

文

..目
器

≦
o
導

o
富

ω
§

p

貯

厳
o
δ
お

巨
p

一。・
厳
①
≦
o
尋

o
h
匪
①

貯
島
く
乙
葛

訂
8
目
宕

。。ぎ
σq
一『
、l
S
砺
ミ

、N.

圃

欝

(㊧
傍
線
量

)
ノ
詩
二
日
ク
郷
國
ノ
茜

ト
腰

樋

《
㊧

貴

ミ

ラ

ル

・
ト

コ

ロ

ノ
》

ソ

ノ

貴

ミ

ョ

キ

《
㊧

φ

償
位
債

ハ

φ

人
民
ノ

φ

l
l
輩

貴
》

ラ
ル
ベ
キ

」
合

セ

ー

φ

モ
ノ

・

φ

次
第
/

口
口
膿

聡

二
集
メ
■
ル

《㊧
ネ
ウ
チ

位

債
》
ナ
リ
/

《校
正
後
本
文
》
輪
爵

(㊧
傍
線

一
重
)
ノ
詩

二
日
ク

一
國
ノ
善
國

ト
貴
ミ
ラ
ル
・
ト
コ
ロ
ノ
位
償

ハ
ソ
ノ
人
民
ノ
貴
ミ
ラ
ル
ベ
キ
モ

メ

《㊧

ネ
ウ
チ
》

ノ

・
合
セ
集

ル

位

慣

ナ
リ

ー
・

ニ

ク

①

因

口
口
彌
爾

(㊧
傍
線

一
重
)
才
詩

日

、

一
φ

國
ノ
貴
ミ

ネ

ラ
ル
・
ト
コ
ロ
ノ
位
/

(①
は
対
応
す
る
英
文
が
上
欄
に
書
か
れ

て
い
る
)ウ

チ

ロ
ロ
債

ハ
.
ソ
ノ
人
民
ノ
貴
ミ
ラ
ル

・
ベ
キ
モ
ノ

・
合
セ
/

ネ
ウ
チ

ロ
ロ
集
ル
位
債
ナ
リ
/
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『西国立志編』3訳 稿に見られる翻訳過程

囲

口
口
嚇
爾

(㊧
傍
線

一
重
)
日
ク

一
國
ノ
貴
ビ
ラ
ル
・
ト
コ
ロ

ネ
ウ
チ

ノ
位
憤

ハ
/

口
ロ
ソ
ノ
人
民
ノ
貴
ビ
ラ
ル
ベ
キ
モ
ノ
・
合
井
シ
タ
/

口
ロ
ム
ル
位
慣
ナ
リ
/

圃

口
口
幣
跡

(㊧
傍
線

一
重
)
日
ク
一
國
ノ
貴
ト

マ
ル

・
ト
コ
ロ

ネ
ウ
チ

ノ
位
償

ハ
.
ソ
ノ
人
民
/

《㊧

ヒ
ト
ツ
ニ
マ
ト
マ
ル
》

口
ロ
ノ
貴
ト
マ
ル

・
モ
ノ

・
.

合

井

シ
タ

ネ
ウ
チ

ル
位
慣
ナ
リ
.
口
口
口
口
/

静

・
大
で
は

「輪
爵

(㊧
傍
線

一
重
)
ノ
詩

二
日
ク
」
と

「詩
」
が

入

っ
て
い
る
が
、
因

で

「
ノ
詩
」
を
削
除
し
て
、
そ
れ
が
本
文
と

し
て
囲

に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
大
↓
狩
の

順
で
あ

る
。
ま
た
、
動
詞

「貴

ぶ
/
貴
む
」

の
語
形
を
見

る
と
、

圏
凹
・
因

が

「
貴
ミ
ラ
ル

・
」
、
囲

が

「貴
ビ
ラ
ル

・
」、
厨
匝
が

「貴

ト

マ
ル

・
」
で
あ
り
、
静
嘉
堂
文
庫
で

「
ナ
ル
↓
稻
セ
ラ
ル

・
↓
貴

ミ
ラ
ル

・
」
と
校
正
し
た
も
の
を
浄
書
し
た
の
が
大
久
保
文
庫
、
す

な
わ
ち
静
↓
大
の
順
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
狩
野
文
庫
と

刊
本

の
間
に
も
違

い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
狩
野
文
庫
と
刊
本
の
間
に

も
差

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
こ
と
は
、
刊
本

「合
井
シ
タ
ル
」

の
部
分
で
も
、
「
ム
」

の
有
り
無
し
に
差
が
あ
る
か
ら
、
も
う

一
本

の
訳
稿

(少
な
く
と
も
板
下

・
版
下
)
が
あ

っ
た
可
能
性
を
示
唆
し

て
い
る
。

大
久
保
文
庫
と
狩
野
文
庫
の
先
後
関
係

は
、
訳
稿
の
行
頭
を
比
べ

る
こ
と
で
も
分
か
る
。
狩
野
文
庫

で
比
較
的
改
変

の
多

い
第
九
節

「實
事
習
験
ノ
學
問
」
で
比
べ
る
と
、
大
久
保
文
庫

の
十

一
丁
裏
3

行
目
以
降
と
改
変
以
前

の
狩
野
文
庫
十
二
丁
表
5
行
目
以
降
は
い
ず

れ
も
、
「毎
日
ノ
～
/

ヲ
出
シ
～
/
奮
勉
～
/
ノ
学
問
～
/
テ
教

ユ

ル
～
/
ノ
學
問
～
」
と
な

っ
て
い
て
、
完
全
に

一
致
し
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
ど
ち
ら
か
が
ど
ち
ら
か
を
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
狩
野

文
庫
で
は

「奮
起
」
が

「興
起
」
と
改
変
さ
れ
て
い
て
、
刊
本
も

「興

起
」
で
あ
る
か
ら
、
大
↓
狩
↓
刊
本
と
改
変
し
た
と
見
る
の
が
妥
当

だ
ろ
う
。

以
上
、
本
文
の
比
較
を
通
し
て
も
静
嘉
堂
文
庫
訳
稿
↓
大
久
保
文

庫
訳
稿
↓
狩
野
文
庫
訳
稿
↓
刊
本

の
順
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ

・つ
。

五

い
く

つ
か
の
語
に
つ
い
て

訳
稿
が
い
く
つ
か
あ

っ
た
場
合
、
語
の
改
変
過
程
に
関
心
が
向
く

の
は
当
然
で
あ
る
。
今
後
、
静
嘉
堂
文
庫
訳
稿
を
精
査
し
て
い
く
中

で
、
そ
う
し
た
語
の
改
変
過
程
を
明
ら
か

に
し
た
い
。
現
段
階
で
は
、

一
定
程
度
の
改
変
が
見
ら
れ
る
第
九
節

「
實
事
習
験
ノ
學
問
」
の
部

分
か
ら
何
点
か
報
告
し
て
お
く
。

一9一



圃 囲 因 翻 原文

Φ
昌
Φ
N
Φq
Φ
口
O

精
力

↓

勢
力

勢
力

↓

精
力

勢
力

精
力

参
考

Φ
口
興
oq団

『英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』

(文
久

二
)

威
勢

力

碇
ト
シ
タ
ル
コ

『英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
(慶
慮
三
、
江
戸
)

威
勢

力
.
働

ロ
ブ
シ
ャ
イ
ト

『英
華
字
典
』
す
げ
興
Φ
算

b
o
芝
興

力

勢
力

心
力

精
力

(以
下
別
の
意
の
訳
語
)

『哲
学
字
彙
』
勢
力
、
元
氣

(『英
猫
佛
和

哲
学
字
彙
』

(1

9
1
2
)
勢
用
、
勢
力
、
元
氣
、
氣
力
)

こ
れ
に
よ
る
と
、
刊
本
の

「精
力
」
は
、
「精
力
」
か

「勢
力
」
で
迷

っ

た
末

の
訳
だ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
明
治
期

の
英
和
辞
書
を
見
る
と

Φ昌
興
ひq同
の
訳
と
し
て

「勢
力

精
力
」
の
両
語
が
あ
て
ら
れ
て
い
る

よ
う
だ
が
、
後
に
外
来
語

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
し
て
定
着
す
る
な
ど
、

も
と
も
と
捉
え
が
た
い
概
念
の
語
で
あ

っ
た
と

い
え
よ
う
。

同
じ
節
の
最
後
に
は
、
「p
ヨ
き

》
興
け
o房

匡
日
ω①
開

(人
間
自
身

の
完
成
に
向
け
て
)」
と
し
て
、
「ξ

≦
o爵

白
o
話

爵
き

ξ

「$
α-

ヨ
oq
・.・」
な
ど
と
対
比
的

に
述
べ
て

い
る
箇
所
が
あ
る
。
b
Φ
躁
Φ9
ω

の
訳
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

囲 因 圏

 

圃

善

ニ
ス

ル

コ

ハ

↓

完

美

ニ
ス

ル

「

ハ

完
全

ニ
ス
ル
「

ハ

完
全

ニ
ス
ル
コ

ハ

成
就
ス
ル
「

ハ

成
就
ス
ル
ハ

↓

善
ク
完
全

ニ
ス
ル
「
ハ

↓

訳
稿
に
よ

っ
て
少
し
ず
つ
変
え
、
刊
本
段
階

で
も

「コ
」
を
削
除
す

る
な
ど
の
改
変
が
見
ら
れ
る
。

次
に
、
「成
就
ス
ル
」

の
に
必
要
な
も
の
を
対
比
的
に
列
挙
す
る

部
分
の
訳
語
は
、
次
頁

の
表
2
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
「
読
書
、

学
習
」

の
よ
う
に
最
初
か
ら
定
ま

っ
て

い
た
語
が
あ
る

一
方

で
、

碧
ま
⇒
の
訳
な
ど
、
な
か
な
か
定
ま
ら
な
か

っ
た
語
が
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
。
冨
轟
9
興
は
後
に
訳
し
た

ス
マ
イ
ル
ス

『品
行
論
』

の

原
題
で
あ
り
、
翻
訳
初
期

の
段
階
で

「。富

轟
9
興

11
品
行
」
と

い

う
訳
が
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
甑
o
oq
轟
b
ξ

な
ど
は
、
静

嘉
堂
文
庫
訳
稿
の
最
初
に
あ
る

「伝
記
」
が
現
代
の
定
訳
と
言
え
よ

う
。
「ぼ
o
ひq
轟
9

《
H
伝
記
」
と
い
う
対
応

が
、
中
村
正
直

に
見
ら

れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

お
わ
り
に

中
村
正
直
訳

『西
国
立
志
編
』
の
現
存
3
訳
稿
が
、
静
嘉
堂
文
庫

訳
稿
↓
大
久
保
文
庫
訳
稿
↓
狩
野
文
庫
訳
稿

の
順
で
作
成
さ
れ
た
こ

と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
推
定
で
き
る
。
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表2

の
①序

冨
言

≦
o

蒔

話

巴
ヨ
oq

ま
Φ

洋興

讐

霞
Φ

8氏

8

。。ε

身

oげ

p

轟9

興

甑o

ゆq
同

昌

ξ

静
嘉
堂
文
庫

作
↓作

勢

讃
書

閲
歴

藝文

行
↓
行
為
↓
實
行

学
習

品行

↓實

↓
人
品
ヲ

観
ル

傳
記
↓
言
行
傳

立
教
大
学本

作勢

讃
書

閲
歴

藝文

實
行

学
習

人
品
ヲ

観
ル

言
行
傳

狩
野文

庫

作
勢

讃
書

閲
歴

藝文

實
行

↓
行
事

学
習

人
品
ヲ

観
ル

言
行
傳

同
人
社
蔵
版

作
勢

讃
書

閲
歴

藝
文

行
事

学
習

人
品
ヲ
観
ル

言
行
録

『西国立志編』3訳 稿に見られる翻訳過程

今
後

は
、
完
全
訳
稿
で
あ
る
静
嘉
堂
文
庫
訳
稿
を
よ
り
詳
し
く
調

査
し
、
訳
稿

の
初
期
段
階
を
資
料
と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
を
課
題

と
し
た
い
。
た
だ
し
、
単
に
訳
語
の
来
歴
を
刊
本
よ
り
も

一
年
さ
か

の
ぼ
れ
る

(翻
訳
は
明
治
三
年
四
月
～
十

一
月
、
刊
行
は
四
年
)
と

い
う

こ
と
だ
け
で
は
、
日
本
語
史
に
重
要
な
貢
献
を
な
す
研
究
と
は

言

い
が
た
い
。
そ
う
し
た
こ
と
を
基
礎
的
な
作
業
と
し
て
行

い
つ

つ
、
静
嘉
堂
文
庫
訳
稿
そ
の
も
の
を
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
で
、
翻

訳
作
業
過
程
に
お
い
て
、

一
般
に
ど
の
よ
う
な
類
型
化
が
可
能
な
の

か
を
探
る
こ
と
も
課
題
と
し
た
い
。
翻
訳
論
と
し
て
翻
訳
作
業
の
研

究
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
、
日
本
語
研
究
の
興
味
深
い
分
野

で
あ
り
、
3
訳
稿
が
現
存
し
て
い
る
と
い
う
状
態
は
、
そ
の
分
析
に

貢
献

で
き
る
得
難
い
資
料
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

《
参
考
文
献
》

阿
野

文
朗

(
1
9
9
5
)
「
中
村
正
直
訳

『西

國
立
志
編
』
、

『西
洋
品
行

論
』
、
『自
由
之
理
』
を

め
ぐ

っ
て
」
『木
這

子
』
,
20
巻

3
号
,
1
-
5

大
久
保

利
謙

(
1
9
6
6
)
「
中
村
敬
宇

の
初
期
洋

学
思
想
と

『西
国
立

志
編
』

の
記
述

及
び
刊
行

に

つ
い
て

1
若

干

の
新
資

料

の
紹
介

と

そ
の
検

討
1

」

『史
苑
』
,
第

26
巻

(第
2

・
3
号
)
,

67

(1
5

8
)
1
92

(
1
7
8
)
.
O
o
一
"
史
学
科
創
設

四
十
周
年
記
念
特
集
号

荻

原

隆

(
1
9
8
4
)

『中
村
敬
宇
と
明
治
啓

蒙
思
想
』
早
稲

田
大
学
出

版

部

荻

原

隆

(1
9
9
0
)

『中
村
敬
宇
研
究

"
明
治
啓
蒙
思
想
と
理
想
主
義
』

早
稲
田
大
学
出
版
部

平
川

祐

弘

(2
0
0

6
)

『天

ハ
自

ラ
助
ク

ル
モ
ノ
ヲ
助

ク

中
村
正
直

と

『西
国
立
志
編
』
』

名
古
屋
大
学
出
版
会

松
崎

安

子

(
2
0

1
3
)
「
中

村
正

直

の
翻
訳
態

度

」

『国
語

学

研
究
』

52

松
村

謙
三

(
1
9
7
7
)

『花
好
月
円

一
松
村
謙

三
遺
文
抄
』
松
村
正
直

〔
ほ
か
〕
編

青
林
書
院
新
社

松
村

謙
三

(
1
9
5
4
)
「
惜
し
き
文
化
財

…
中
村
敬
宇
先
生

以
降

の
こ

と

…
」

『時
事
新
報
』

昭
和

29
年

5
月
2
日

【付
記
】

静
嘉
堂
文
庫

、
東
北
大

学
附
属

図
書

館
、
立
教

大
学
新
座

図
書

館

に
は
、
資

料

の
閲
覧

に
際

し
て
ご
配
慮

い
た

だ

い
た

こ
と
を
深

く
感
謝

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
「
第

一
八
八
回

青
葉

こ
と
ば

の
会
」

一11一



(
二
〇

=
二
年
十

二
月
十
四
日
、
明
治
大
学
)

に
お

い
て
口
頭
発
表

し
た
さ

い
に
、
多
く

の
方

々
か
ら
貴
重

な
質
問

や
御
意
見

を

い
た

だ

い
た
こ
と
に
も
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。

(か
ね
こ

・
ひ
ろ
し
、
本
学
教
授
)
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